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急峻な地形に多くの雨が降る日本

日本の国土利用

出典：「アトラス 日本列島の環境変化」 西川治外 １９８５ 朝倉書店

出典：国土交通省「土地白書」



急峻な地形に多くの雨が降る日本

１９１６

山腹工施工（1917）

荒廃した森林（滋賀県・田上山）

3出典：国土緑化推進機構「全国植樹祭60周年記念写真集」



4出典：谷誠「個体生命の恒常性維持機能（ホメオスタシス）と同様な生態系の機能を考えた場合の治山事業の役割」
治山事業百年にあたってその意義を問う（水利科学no.392 2011）

森林のレジリエンス

急峻な地形に多くの雨が降る日本
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急峻な地形に多くの雨が降る日本

森林保全の阻害要因

出典：森林総合研究所「野生動物による森林被害」ほか

間伐の遅れ

再造林放棄シカによる食害

異なる地域特性

出典：気象庁編「日本気候図」
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（独）森林総合研究所の取組

長年にわたる森林水文観測

竜ノ口山試験地（岡山県・手前は旭川）

宝川試験地（群馬県）

１９３７～

１９３７～

１９３９～

１９８６～

１９５９～
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（独）森林総合研究所の取組

竜ノ口山試験地 並行流域法

（独）森林総合研究所関西支所パンフレット「森林と水との関わりを調べる－岡山県竜の口山量水試験地－」
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（独）森林総合研究所の取組

竜ノ口山試験地の観測からわかったこと

（独）森林総合研究所関西支所パンフレット「森林と水との関わりを調べる－岡山県竜の口山量水試験地－」

森林が消失すると、
河川流量の総量が増加
直接流出量が、約1.3倍～2.0倍に増加
ピーク流量が、約1.2～2.2倍に増加
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（独）森林総合研究所の取組

（独）森林総合研究所「第2期中期計画成果集」
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（独）森林総合研究所の取組

森林理水試験地データベースの構築
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・ 間伐による小流域規模での水流出への短期的影響及
び森林の変化に伴う長期的な影響評価手法の開発に取
り組み、間伐後に水流出量が増加することや蒸発散量を
指標として長期的な水流出変化の推定手法を開発。

・ 水の流出や収支に強い影響を与える積雪地帯での間
伐に伴う融積雪量の変動、非積雪地帯での蒸発散量の
間伐前後での変化量等を明らかにして、これまで実証的
な研究がほとんど行われていなかった間伐が水流出に
及ぼす影響を明らかに。

（独）森林総合研究所の取組

森林総合研究所評価報告書から

・ 環境変動の影響を受けやすく、既存データの乏しいアジアモンスーン地帯のカンボジアを
対象に、水資源賦存量の評価、常緑林の水文環境データの整備、落葉林と常緑林におけ
る土層厚等の基盤情報整備を行い、土壌水分の変動や保水特性を明らかに。

・ 窒素飽和現象が疑われている大都市圏周辺の森林流域における窒素収支より、一部流
域の窒素飽和状態を示した。

・ 水源かん養機能に関するこれまでの成果をQ&A 形式で取り纏め、所のホームページで
解説するとともに、特に、間伐の水流出への影響に関する成果を、技術者を対象とする研

修で紹介。
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（独）森林総合研究所の取組

森林総合研究所ウェブサイト「森林と水の謎を解く」

各種公表資料

＜冊子版＞
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出典：「ＮＰＯ法人森は海の恋人」ＨＰ

水利科学（2012.4）
「特集：森林水源涵養機能の研究方向・研究方針を問う」

シンポジウム（2012.7.12）
「森・川・海のつながりを考える」

森・川・海の連携



14
社会の理解

研究成果の政策への反映

関連領域の多様化、広域化への対応

研究の進展による科学的な知見の蓄積

長期観測の安定的な継続

森林の保全に「水」の視点は不可欠（水の循環、挙動）

森林の機能解明に向けた動態の把握（長期性）

現場への適用（森林管理・森林施業）

まとめ
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